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活動期間

対象

募集人数

参加費

 岩手県内の高等学校等に在学する生徒

活動場所

    東日本大震災津波から15年、そして岩手県政150周年期間の最終年度となる2026年。

 　未来を切り開く高校生を対象に「ふるさと岩手」の魅力を発見・発信し、これからもも

 っと光り輝き、世界に誇れる岩手を作るための次世代人材育成プログラムです。

令和8年6月～令和9年3月（予定）

令和8年9月15日（火）～令和8年9月22日（火）

国内（県内中心）、WEB、及び海外（アメリカ西海岸近郊）

県予算にて負担（※ただし、一部実費負担７～10万円程度あり）

30～50名程度
※円安による渡航経費の増大等の影響を鑑み、予算の範囲内で人数を決定すること。

応募締切

Thu

[所在地] 〒020-8570　岩手県盛岡市内丸10番１号

[連絡先] TEL：019-629-5215 FAX：019-629-5254 

岩手県ふるさと振興部
ふるさと振興企画室

（うち渡米期間）



お問い合わせ先

岩手県ふるさと振興部ふるさと振興企画室

〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10番1号

TEL：019-629-5215   FAX：019-629-5254

渡米予定（モデル行程）

年間スケジュール

①校内選考 4/1(水)～5/7(木)　　

 　東日本大震災津波から15年、岩手県政150周年記念期間の最終年度となる令和８年度の節

目に、高校生等を北米に派遣し、多文化共生や先端技術等について学ぶ機会、復興の姿や岩手

の魅力をＰＲする機会を提供することで、岩手の次代を担う人材を育成し、「世界に開かれた地

方創生」の実現を目指すもの。

　・岩手県内の高等学校及び一関工業高等専門学校に在学する生徒であること。

　・岩手県に誇りと愛着を持ち、海外での学びを将来、岩手県の発展や地域課題の解決に生か　　

　　 したいという強い意欲を有すること。

　・異なる文化や環境に適応できる柔軟性と、団体行動における協調性があること。

　・心身共に健康であり、海外派遣に十分耐えられること。

　・事前研修、事後研修及び成果発表会等に必ず参加すること（やむを得ないと認められる場　　

　　合を除く）。　

　・研修事後に、アンケート及びレポートの提出並びに各学校において報告会を必ず行うこ

　　と。

各学校からの推薦人数         

通常枠：2名以下

郷土芸能枠※：３名以上５名以下

事業目的

参加条件

人数

・内容は各学校の担当教員に確認してくだ

さい。

選考方法

プログラム内容
　➀観光・歴史・文化、②ものづくり産業、③復興・防災、④食の4つのチームに分け、
地域特性や魅力を再発見し、世界へ発信します。

概要

・6/6(土)　結団式（予定）

・6～9月　研修（月1～2回程度）

・9月         渡米

・11～12月   中間報告会

・2～3月　　 最終報告会

・応募エントリーシート

・面接（日本語）

②選考委員会 5/23(土)～24(日)

※地域の郷土芸能活動に取り組んでおり、海外派遣先で郷土芸能を披露し、現地での

文化交流に主体的に参加できる生徒。

　なお、推薦に当たっては３～５名程度のグループで同一の郷土芸能を披露すること

を想定していること。

※現段階での予定であり、今後変更となる場合があります。

9/15(火) 移動(盛岡▶東京▶サンフランシスコ) 9/19(土) 岩手PR活動・現地で活躍する県人

(MLB選手含)との交流9/16(水) カリフォルニア大学バークレー校訪問 9/20(日)

9/17(木) シリコンバレー訪問 9/21(月)
移動

9/18(金) 現地高校生等との交流 9/22(火)


